
【取組内容①】 単元全体や一単位時間の見通しのもたせ方の工夫

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

【概要】
個別最適な学びを実現するためには、見通しをもって学習に取り組み、
学んだ事を自己調整する力を身に付けることが大切です。本校では、
Google Classroomを用いて単元の学習計画や一単位時間におけ
る学習の流れ、課題等を配信しています。

【使用するアプリ 等】
Google Classroom、Googleドキュメント、Googleスプレッドシート

学習の流れをおおまかに提示

単元の目標と単位時間の目標を提示

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・単元の最初の時間に、学習計画表を基に単元の
目標を生徒と共有し、学習の流れを全体で確認しま

 す。
・一単位時間の学習の内容は、送信予約機能を用
いて事前に配信します。
・学習計画表は学習進度に合わせて生徒が上書き
をします。単元終了時に教師に提出を行います。
・生徒は休み時間にタブレットを開き、学習内容を事
前に把握する様子が見られるようになっています。
・クラウドを活用して学習計画表を生徒と共有したこと
 で、教師はいつでも生徒の学習の様子を把握するこ
とができ、個別指導に生かすことができています。


